
巡回展「古写真から紐解く草原植生と利用の変遷 

～六甲山地 東お多福山草原のいま・むかし～」の 

開催について 

１ 主旨 

かつて、六甲山地に位置する東お多福山には、ススキが優占する広大な面積（約83ha）の草原が

広がっていましたが、戦後の植林や土地開発、草原管理停止による森林への遷移により、現在は約

9haにまで面積が縮小しています。また、ススキも衰退しネザサや優占する草原に変化、草原生植物

の多様性が低下するとともに、ススキの穂が広がる景観が失われるなどの課題が発生しています。

これらの解決のため、平成19年度より東お多福山草原保全・再生研究会が中心となり、当地でのス

スキ草原の景観の再生と、草原生植物の多様性の保全を目的とした活動がすすめられています。 

本展示では、当地の草原保全で目指すべき草原の姿を検討するために、約460点の古写真を収集、

整理、分析し、当地の植生と利用の変遷を紐解くとともに、かつてのススキが優占していた頃の草

原の姿を明らかにした結果を紹介します。また、1人でも多くの方にかつての東お多福山草原の姿を

伝えることで、草原保全の目標像が共有されるとともに、保全活動の賛同者・参画者の輪が広がる

ことを期待しています。 

なお、本展示は平成23年度～25年度科学研究費補助金若手研究B（課題番号：23701026、代表者 橋

本佳延）で実施した古写真による東お多福山草原景観調査の研究成果の一部を使用しています。 

２  展示概要 

① 東お多福山草原の概要（場所、希少性、消失の危機など）解説パネル

② 東お多福山草原で撮影された1930年代以降の古写真と文献等情報により構成される草原の変

遷をまとめた年表パネル（１点）

③ 古写真の撮影地点（推定）の位置図および、同一撮影地点の現在の様子を収めた写真を比較す

るパネル

④ 東お多福山草原の植生、景観、利用を特徴付ける古写真

⑤ 大正期以降に発行された、東お多福山草原の写真を掲載したハイキングガイド（実物）

⑥ 東お多福山草原における草原保全活動の紹介パネル

※会場によって展示物の構成が異なります。 

３ 主催・協力 

主 催：兵庫県立人と自然の博物館 

兵庫県三田市弥生が丘６丁目 電話：079-559-2001（代表） http://hitohaku.jp 

共  催：東お多福山草原保全・再生研究会ほか 

４ 担当 

兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境再生研究部 橋本佳延 

 電話＆FAX（直通）：079-559-2014 



５ 巡回日程・会場 

順番 期間 会場 主催・共催 
展示構成

予定 

１ 
８月６日(木)～ 

８月31日(月) 

神戸市立森林植物園 

２階展示室 

神戸市北区山田町上谷上長尾１−２ 

兵庫県立人と自然の博物館 

東お多福山草原保全・再生研究会 

神戸市立森林植物園 

①②④ 

⑤⑥ 

２ 
９月16日(水)～ 

９月29日(火) 

兵庫県立美術館 

ホワイエ 

神戸市中央区脇浜海岸通１-１−１ 

兵庫県立人と自然の博物館 

東お多福山草原保全・再生研究会 
①②⑥ 

３ 
10月１日(木)～ 

10月９日(金) 

伊丹市立生涯学習センター 

（ラスタホール）ロビー 

伊丹市南野２丁目-３-25 

兵庫県立人と自然の博物館 

東お多福山草原保全・再生研究会 

伊丹市立生涯学習センター 

①②③ 

④⑥ 

４ 
11月５日(木)～ 

11月19日(木) 

神戸市シルバーカレッジ 

ホワイエ 

神戸市北区山田町下谷上中一里山

14-１ 

兵庫県立人と自然の博物館 

東お多福山草原保全・再生研究会 

①②③ 

④⑥ 

５ 
12月26日(土)～ 

１月15日(金) 

神戸市東灘区民センター 

ロビー 

神戸市東灘区住吉東町５丁目１-16 

兵庫県立人と自然の博物館 

東お多福山草原保全・再生研究会 
①②⑥ 

６ １月29日(金)～
２月８日(月) 

神戸市立灘区民ホール 

神戸市灘区岸地通１丁目１-１ 

兵庫県立人と自然の博物館 

東お多福山草原保全・再生研究会 
①②⑥ 

６ 展示物 

※兵庫県立人と自然の博物館での展示構成。会場によって変更あり 




